
 

 

８月は、あっという間に終わってしまった感じ

がします。 

私の中では、8月は“稼ぎ時”なので、会議や

研修、学習会に出ることが多かったです。 

（“稼ぎ時”とは浪人時代の業界用語で、他

の人が休んでいる時に勉強すると、それだけ前

進できるため、お盆や正月など、多くの方が休

むであろう時期を指しています。） 

皆さんの８月は、どんな８月だったでしょうか。 

夏休みには、それぞれの高校が、自校の特色

を知ってもらおうと、「オープン・ハイスクール」を

実施しました。参加した生徒や保護者の方も多

かったと思います。 

説明会や体験授業、イベント、部活動見学な

ど、一見、どこも同じ様に見えますが、高校によ

って運営方法や目的など随分違っています。 

参加することで、その学校の生徒や先生の雰

囲気が伝わったり、思っていたのとまったく違う

イメージだったりすることもあります。 

見た目や思い込みで選ぶのは後悔に繋がる

こともあります。新しいこと、知らないことに興味

を持って行動することは本当に大切なことだと

思います。 

今年も有年中学

校に近畿大学の先

生にお越しいただ

いて、市内の中学

生を対象に、「理科

おもしろ実験教室」

と題して理科の実

験授業を開催して

いただきました。 

「酵素の力でロケットが飛ぶ？」「オレンジや

野菜ジュースから DNA を取り出してみよう」の

２つのグループに別れて、実験しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「動けば変わる！」という言葉の通り、行動し

なければ変化は起きないし、行動した人は、ます

ます行動しやすくなるといったことも解っていま

す。皆さんには、是非、行動派の人になってほし

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は３年生が合唱と合奏で参加しました。 

夏休み中も練習をして、どうにか発表に漕ぎ

着けました。 

特に、夏休み中の合奏練習は、高校の説明

会や家の都などで全員が揃うことが難しい中

での練習でした。うまく演奏できなかったところ

もありますが、皆さんに喜んでいただけたら、生

徒達も励みになります。これからも生徒たちの

成長を観に聴きに来てください。 

理科実験教室と高校ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ 
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「志高く、学ぶ意欲と思いやりの心が充ちる生徒の育成 

～夢の実現に、明るく、やさしく、誠実さをもって歩み続ける～ 
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８月２９日に学校運営協議会を開催しました。 

赤穂市が令和７年度に予定している、「学校

の適正規模・適正配置」の検討に備えて、有年

小学校・原小学校の両校長先生に加わってい

ただき、有年中学校の未来をよりよくしていくた

めに、新たな協議会を設置しました。 

有年地区にお住まいの皆様の意見をお聞き

し、地域の発展と有年中学校の進むべき未来

の姿を考える協議会です。 

「教育を大切にしない国はやがて滅びる」と

は、世の常識です。 

私は、現在の有年地区から学校を無くすこと

には反対です。 

日本では、聖徳太子の時代には学校のよう

なものが設置されていたように、教育の必要性

を認め、国を挙げて取り組んでいました。 

藩校だけでなく、寺子屋のように広く庶民に

も学ぶための施設が全国に広がっていました。 

村に学校があることはとても重要なことだと

わかっていたのです。 

学校で学び、知識・技術（当時は読み・書き・

そろばんと言われていましたが、その他にも多く

のことを学んでいました）を身につけ、社会で

活躍する人材を育てました。 

学校とは地域の明かりそのものだったのです。 

また、閑谷学校や水戸の弘道館、萩の明倫

館のような大きな藩校は少なく、多くの藩校は

少人数の学校であり、各地の寺子屋では少人

数指導が一般的でした。 

村に学校があることは、誇りであり、未来へ

の投資で、子供や若者が学べる環境を整える

ことが、そのまま地域の発展に繋がるものだっ

たのです。 

 

 

江戸時代末期、長岡藩（新潟県長岡市）は

戊辰戦争に敗れ、城下町は焼けてしまい、財政

が立ちゆかなくなって藩士たちは食べ物も無い

状態でした。 

窮状を知った三根藩（今の新潟市）から米

百俵が届けられました。 

藩士たちが喜んだのもつかの間、藩の参事

だった小林虎三郎は、 
 
「百俵の米も、食えばたちまち 

なくなるが、教育にあてれば明日の 

一万、百万俵となる」 
 

と言って、藩士たちの反対を押し切り、百俵の

米を、学校を建てる資金にするため売ってしま

いました。 

そして創られた学校は、藩士だけで無く、町

民や農民の子供の入学も許可されました。 
 
「国が起こるのも、町が栄えるのも、 

ことごとく人にある。 

食えないからこそ、学校を建て、 

人物を養成するのだ」 
 
その学校からは、東京帝国大学総長や医者

や大臣、海軍の山本五十六など、日本を代表

するたくさんの人物が育っていきました。 

この話は、「米百俵の精神」や「長岡魂」と語

り継がれています。 

ちなみに、小林虎三郎は佐久間象山の門下

生で、吉田虎二郎（吉田松陰）とともに、特に偉

才の二人、「象門の二虎」と呼ばれています。 

教育の大切さをあらわす、有名なお話です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日（月）始業式 
３日（火）課題テスト 
４日（水）課題テスト、給食開始 
５日（木）身体測定(3年) 

 ６日（金）身体測定(2年） 
 ９日（月）身体測定(1年) 
１２日（木）ジュニア救急(2年) 
１４日（土）PTA奉仕作業、三役会、理事会 
１６日（月）敬老の日 
１９日（木）自動車整備体験(2年) 
２０日（金）小中連合音楽会【弁当】 
２１日（土）市新人大会 
２２日（日）秋分の日 
２３日（月）振替休日 
２４日（火）ﾄﾗｲやる・ｳｨｰｸ指導ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ会議 
２５日（水）交通安全キャンペーン 
２６日（木）習熟度テスト(1･2年) 
２７日（金）英語検定 

９月の行事予定 

学校は地域の明かり！ 


